
平成３０年度　佐賀市立小中一貫校北山校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○生徒指導

あいさつ、返事
言葉遣い
掃除指導の徹底
立腰

・「あいさつ、返事、言葉遣い」についての指導を、年度
初めに全校集会、学級指導、部活動を通し徹底する。
また、年間通して全校集会の際に「あいさつ、返事、言
葉遣い」についてふれ、意識の継続を促す。
・言葉遣いについては、道徳、人権･同和教育とも関連
させながら継続した指導を行っていく。

・アンケート項目「あいさつ・返事」項目の4段階表評価では、「きちんと
できている」と「だいたいできている」を合わせると児童生徒は98.2％、
保護者の評価は83.9％であった。地域であいさつをする児童生徒が増
えてきたが、保護者はあいさつをもっとしてほしいと考えている。
・同様に「言葉遣いがきちんとできている」項目評価では、児童生徒は
87.3％、保護者の評価は71.4％で昨年より5.2ポイント下回った。

・来年度も年間を通して継続的に「あいさつ、返事、言葉遣い」そして「立腰」の指導
を行い児童生徒の意識を持続させていきたい。児童生徒会では毎月の「あいさつ
運動」の取組、道徳の授業や学級活動の時間を使って「あいさつや言葉遣いの大
切さ」を考えさせていきたい。また、地域の方々には通学時の立番指導でのあいさ
つ啓発をお願いし、「あいさつ溢れる北山」にしていく。

道徳教育の充実

・小学部では年間指導計画をもとに、また、中学部では
生徒の実態に合わせて重点項目を設定し、各教科、特
別活動、学校行事などと関連させながら総合的に指導
を行っていく。
・年に１回ふれ合い道徳の授業を全クラスで公開し、家
庭や地域の方々に学校の取り組みを知ってもらうと共
に、家庭、地域との連携を図る。

・学校の様々な場面での指導や児童生徒の実態に合わせた指導など
を全職員で取り組むことができた。
・全クラスで授業参観に合わせてふれあい道徳に取り組むことができ
た。それによって、家庭や地域の方々に学校でどのような道徳指導を
行っているのか知ってもらえた。
・小学部では「検定教科書」を活用して、年間計画をもとに取り組むこと
ができた。

・来年度も道徳教育を充実させるために、児童の実態に合わせた重点目標を見直
し、指導を行っていく。
・中学校では来年度から道徳が特別の教科になるので、職員の共通理解を図るた
めの研修の機会を設ける。

人権･同和教育の充実

・人権集会や平和集会、人権作文や標語、全校でのぽ
かぽかの木の取り組み等で児童生徒の人権意識を高
める場を設定する。
・「北山校みんな仲良し宣言」を子ども達に意識させた
人権教育の実践を行っていく。
・「自他を大切にすること」の視点を大事しながら、児童
生徒の人権への意識を高めるような実践を行う。

・12月上旬に人権週間を設定し、人権講話、人権学習、善行見つけ、
人権標語等の取組を行った。
・今年度は年２回（６月と12月）ぽかぽかの木の取組を行った。異学年
交流を活かしながら、相手を思いやる心や善行を見つける目を意識さ
せた。
・児童生徒の善行や頑張りを全校児童生徒に紹介することで、個を承
認し合う雰囲気をつくることができた。
・毎月の児童生徒集会では、「人権」や「いのち」に関する各学級の実
践や取組の報告を行うことで、人権尊重の共有化を行い、人権意識の
向上を図った。
・4段階評価「いじめのない支持的風土づくり」の取組に関する職員アン
ケートでは、「よくできた72.2％」「だいたいできた27.8％」合わせて100％
であった。

・次年度は北山校の児童生徒全員の人権意識を育てるために、系統性のある人
権教育計画を立案し、学年に応じた人権学習を実践する。
・全職員で子どもたちの課題を把握し、全職員が共通認識の下、自己有用感を育
む人権学習や自他を大事にする心が育つ人権学習を実施する。
・部落問題学習に関する職員研修を行い、いじめ・差別事象に対しては全職員一
丸となって組織的対応を行う。

●いじめ問題への
対応

月１度の集会の充実
生活アンケートの活用
全職員で未然防止・早期発
見・早期対応の取組

・月に一回、いじめいのちを考える日として、集会を行
う。
・いじめアンケートを定期的にとり、また日常の細かな
観察を併せ、早期発見、早期対応をしていく。

・「いじめのない支持的風土づくり」項目評価は児童生徒が92.7％、保
護者が96.4％、教職員100％であった。

・月初の「いじめ・命を考える日」では「みんな仲良し宣言」を全校児童生徒で唱和
したり、各月の学年発表では全校みんなで「人権」について考えたりすることを通し
て、「いじめのない学校・命を大切にする学校」をめざす。

支持的風土づくり
(自己肯定感)

・帰りの会で、「今日のスマイル」（お互いの良いところ）
を発表し合い、自己肯定感を高めさせる。
・子ども支援会議で生活実態アンケート「友達の良かっ
たところ」を共有し、全職員で児童生徒を褒めて育て
る。

・各学級ごとに帰りの会で、「今日のスマイル」（お互いの良いところ）を
発表し合い、自己肯定感を高めさせる活動を行った。
・「学校が楽しい」と回答する児童生徒の割合は92.7％であった。また、
「相手がいやがる言葉を言ったり、いやがることをしたりしませんでした
か。」と回答する児童生徒の割合は92.7%であった。

・次年度も継続して各学級ごとに帰りの会で、「今日のスマイル」（お互いの良いと
ころ）を発表し合い、自己肯定感を高めさせる活動を行う。
・道徳や学級活動の時間を使って、思いやりの心を育む授業を行う。

交流学習の充実
(直接交流・遠隔地交流)

・直接交流は、小学部は北山東部小と年2回の授業交
流と合同のバス旅行、中学部は市内中学校・ろう学校
と年１回行う。
・テレビ会議システムを使った海外の学校との授業交
流は、小学部は豪州リズモア校、中学部はシェパトン
校と、延べ年間２０回をめどに交流授業を行う。学習内
容と交流内容をつなげ、学習で身につけたことが発揮
できるような交流を進める。

・「よその学校との交流学習で、進んであいさつしたり、話しかけたりで
きた。」という児童生徒の割合は83.6％であった。
・「テレビ会議交流を通して、発表したり、質問したり、答えたりする力が
ついてきた。」という児童生徒の割合は85.5%で、目標を達成できた。

・直接交流前に、交流の目的をきちんと理解させ、個々にめあてを立てさせる等、
丁寧な事前指導を行う。
・保護者にも交流の成果を積極的に伝えていく。
・テレビ会議システムを使った海外との交流では、限られた時数の中でテキストを
使った学習をしなければならないので、学習内容と交流活動をより関連させて取り
組んでいく必要がある。中学部では、できるだけ自分たちの力で交流をしていくこと
を目指し、そのための準備を行った。さらに、その場に応じた反応ができるように指
導したい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○地域との連携 地域連携活動の推進

・「ふれあいサマーキャンプ」「ふれあい冬の北山まつ
り」を、より実情にあったものに改善し、充実感を味わ
える企画とする。
・地域連携活動についてふれあい通信やブログ等で情
報発信していく。

・「ふれあいサマーキャンプ」「ふれあい冬の北山まつり」の内容につい
て、企画部で協議・検討を行い、充実した活動になった。
・ふれあい企画の成果に関しては、児童・生徒の９８％が「満足７８％」
「ほぼ満足２０％」としている。

・様々な行事を通して、保護者・地域・学校でコミュニケーションをとり、連携を深め
ていく。
・今後，北山の教育を一緒に考えていく組織を作り，地域の教育力を活かしたり、
地域のニーズを反映させた活動内容にしていく。

○小中一貫教育 小中一貫教育の推進

・小中一貫教育のねらいを確認して活動にとりかかる
ようにする。
・６年生のリーダーシップを育むために出番・役割を増
やす。
・ブロック別の活動を充実させることで、4年生、7年生
のリーダーシップを育てる。

・「小学部と中学部が一緒になって勉強する学校のよさ」を実感してい
る児童生徒は100％であった。
・「小中一貫教育のよさ」を実感している保護者は96.5％、教職員は
100％であり、目標値を達成できた。

・児童生徒数が年々減少傾向にある中、５～９年生が行う児童生徒会活動は内容
を精選していく必要がある。
・６年生主体プロジェクトについて検討を重ね、出番・役割を増やす。
・ブロック集会は、４年生と７年生の企画運営・コミュニケーション能力の育成に効
果を挙げており、今後も推進していく。

○危機管理体制 危機管理意識の高揚

・危機管理マニュアルの内容を全職員で確認し、児童
生徒の安全を確保できる行動がとれるようにする。
・危機的事象を想定した避難対応訓練を計画的に実施
する。
（火災・地震・不審者対応など）
・施設設備の定期的な安全点検を実施し、危険箇所が
発見された場合は迅速に対応する。

・「児童生徒が事故や事件に遭わないように安全指導を行った」と意識
している教職員は１００％であった。保護者も９８％が学校は安全指導
を行っていると捉えている。
・「不審者対応」と「火災・地震」避難訓練を２回実施し、教職員・児童生
徒共に危機的事案を想定した訓練が真剣にできた。
・各担当で、施設設備の安全点検を行い、不具合があれば迅速に対応
した。

・危険回避ができるように、随時、児童生徒の意識を高め、柔軟に行動できるよう
にする。特に、小学部の集団登校に関しては、今年度も適宜、指導を行い、安全に
登校ができるように努めたので、今後も引き続き行っていきたい。
・危機的事象を想定した避難訓練だけでなく、日常の中で、児童生徒が安全につ
いて考える機会を持たせ、危険回避ができるようにする。
・校外の危険個所の追加等があれば児童生徒や保護者に知らせ、安全に登下校
ができるようにする。

●業務改善・教職
員の働き方改革
の推進

教職員の連携促進

・レジュメに、項目ごとの目安の協議時間を記載し、司
会者は、最初に終了時刻を確認する。
・提案者は、協議してほしい要点を簡潔に提案する。
・定時退勤推進デーを中心に互いに声をかけ合い、時
間外勤務を減らす。

・レジュメに項目ごとの協議時間を記載することで、簡潔な提案を促し、
児童生徒と向き合う時間の増加につながった。
・提案者が要領よく提案できないこともあった。
・定時退勤推進デーを意識させることで、見通しをもった業務遂行がで
きた。

・年度途中から取り組んだ職員会議のペーパーレス化は、互いの負担軽減につな
がったことから、今後も継続して行う。
・会議での提案者のプレゼン能力のさらなる向上を諮る必要がある。
・定時退勤推進デーを継続し、今後も見通しをもって業務にあたる。

○総合的な学習の時間

北山地区における諸課題の
発見・追究を通して、ふるさと
に誇りをもち、生き生きと活
動する児童生徒の育成

・「総合的な学習の時間」の全体計画に沿って、地域の
施設や人材を活用し、地域と連携・交流する活動を、
学年またはブロック単位でテーマを決めて計画・実施
する。

･各学年の「総合的な学習の時間」の計画に従い、その分野の専門家
や実際に仕事としている方と連携し、学習を進めていくことができた。

・どの分野の専門家、または職人さんなどがいて、学習活動に連携できるかをデー
タバンク化することで、担当者が変わったり、地域をよく知らない職員が担当するこ
とになっても、スムーズに計画を進めることができるようにする。

○幼保小中連携
北部保育園との相互理解及
び連携

・富士町内の３小学校、２保育園合同の富士町内幼保
小連携会議を６月と２月に実施し、情報交換を行う。
・夏季休業中に小学部全職員で保育参観に行き、次年
度入学する年長児についての情報を共有する。
・児童園児の直接交流として、５月の実習田での泥遊
び、１２月の生活科交流、２月の学校体験等を行う。

・富士町内合同の幼保小連携会議や、保育参観等、職員同士の交流、
情報交換は予定通り実施し、得た情報を活かしながら、１年生の指導
に役立てることができた。
・１２月の生活科交流を見送り、学校体験のときに、３校時目から給食、
昼休みまで中身の濃い交流ができた。

・来年度は５名がの入学予定者である。保育園と情報共有を蜜に行い、学級作り
に努める。
・特に支援を要する新入生については、保育園や関係機関と連携し、校内の支援
会議で共通理解を葉図り、組織的に支援していく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

基礎・基本の定着

・北山校授業モデル（つかむ→見通す→考える→深め
る→まとめる）を徹底し、児童が見通しを持ってすすん
で学習する授業を全校で徹底する。
・放課後補充学習（小学部…火・金）（中学部…水曜
日）を行い、学習内容の確実な習熟を図る。

・１２月調査では、５年生は理科、６年生が４教科全てにおいて目標を
達成できた。また、７年生、８年生は５教科の全教科において目標を達
成できた。英語に加え、数学でも県の十分達成比１．１０を上回ることが
できた。
・特に６年生は、４月調査にと比較してかなり学力向上が見られた。

・今後も北山校授業モデル（つかむ→見通す→考える→深める→まとめる）を徹底
していく。
・思考力６項目（比較・順序・分類・推理・理由付け・定義付け）の意識を高める授
業作りをする。
・児童生徒の考えをつなぐ発問や、指導形態を工夫する。
・放課後補充学習で、確実な習熟を図るとともに、読解力・表現力をつける学習に
も力を入れる。

思考力を伸ばす授業力の向
上(言語活動の充実)

・前期・中期・後期の各ブロックごと１回ずつ、計３回の
全体授業研を行い、論理的思考力を伸ばす授業法の
研究を進める。
・北山校授業モデルの「考える」「深める」段階での、児
童生徒の思考の可視化をし、その変容を把握し評価す
ることで、思考力向上に生かす。
・全体授業研究会では、指導主事等の講師を招き指導
助言をもらうことで、職員の授業力向上に生かす。

・計画的に全体授業研を行い、校内研究のテーマに沿った授業法の研
究を行うことができた。また、外部からの講師の指導助言をもらい授業
法についての研修を深めることができた。
・北山校授業モデルについての掲示物等を工夫し、児童生徒にも授業
の思考段階が分かるようにした。
･教師が北山校授業モデルを授業の中で意識して行うことで、児童生徒
の思考力を高めることができた。

・引き続き講師を招聘しての全体授業研を行い、授業法の研究を深めていく。
・児童生徒の思考力向上を目指してワークシートや教師の発問などの開発や研究
を行う。
・北山校授業モデルを見直し、授業展開をさらに工夫する。。

家庭学習の充実
(自学ノートの活用)

・家庭学習の手引の活用を促す。これまでは1学期の
始めに学活で活用していたが、年間を通して活用する
ようにする。
・自学週間をテスト期間に設け、教師が他学年の児童
生徒のノートを閲覧しコメントする。

・家庭学習の手引きを4月に全学年に配布し、1学期の始めだけではな
く年間を通して活用するよう共通理解を図った。
・アンケート調査によると自学ノートの取り組みに関して「自学ノートは
自分の学力向上に役立っている」と考えている児童生徒が90％を占め
ている。

・以前行っていた家庭学習調査を昨年度より行っていないので、具体的目標を変
更する必要がある。
・自学週間は実施したが、小中間のやりとりは難しかった。しかしながら、中学部で
は毎日学年の枠を超えて、教科担当が自学ノートをチェックするようにしており、全
職員で全生徒のノートを見て励ましのコメントやアドバイスを記入した。今後も継続
したい。

○読書指導 読書活動の推進

・毎日の朝読書の取り組みの中で教職員も読書に取り
組む。朝の会帰りの会などで本についての話題を取り
上げる。
・新しい取り組みとして、児童生徒が貸し出し冊数を競
いながら楽しく取り組める「どくしょのまち」を実施する。
・中学部では国語の時間を使って学期に１回程度「ビブ
リオバトル」に取り組む。
・食育と連携を図り、できれば本の内容にちなんだ給食
メニューを取り入れてもらう。

・児童生徒の読書意欲を高め、たくさんの本を読めるように指導したと
回答した教職員は89％であった。
・昨年度から始めた朝読書の取り組みが定着した。
・「どくしょのまち」の取り組みは、小学部の児童には非常に効果があ
り、貸出冊数が飛躍的に伸びた。
・中学部の「ビブリオバトル」の取り組みも定着し、興味深い書籍を選
び、工夫して紹介できるようになってきた。

・「どくしょのまち」の取り組みは、中学部の生徒達に対してはやや実態に合わない
冊数設定になっていたので、冊数設定を検討し直す必要がある。
・給食を担当する業者が今年度より変更となったため、今年度はうまく連携が取れ
なかったものの、来年度なるべくこちらから話を持ちかけて、本とのコラボメニュー
に再び取り組みたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

○特別支援教育 個に応じた支援体制の確立

・全ての児童生徒について個別の指導計画を作成し、
それを素に共通理解を図り、支援活動を行う。
・佐賀県スクールカウンセラーによる授業実践及び職
員研修の開催、また学校生活支援事業における巡回
相談員を招聘しての研修会を計画する。
・生徒指導、教育相談との連携を図り、子ども支援会
議を介して全職員で情報交換を行う。

・支援を必要とするすべての児童･生徒に対して、個別の教育支援計画
を作成し、個に応じた支援を行った。
・スクールカウンセラーによる授業、教育センター生徒指導担当指導主
事を招聘しての職員研修の開催、また学校生活支援事業における巡
回相談員を招聘しての研修会を行った。
・気になる児童・生徒に関しての接し方、対応について研修し、職員の１
００%が理解できたと回答している。（５３％が「できた」４７％が「だいたい
できた」）

・生徒指導，教育相談との連携をさらに深める。
・毎月実施している子ども支援会議だけでなく，教務センターでの日常の会話でも
情報交換ができる雰囲気をつくる。
・巡回相談や専門家による研修会で，特別支援に関する理解を深める。
・自閉症に関する研修を行い、理解を深める。

●健康・体力つくり 健康な体づくり

・保健だよりを毎月発行して呼びかける。また、集団指
導及び個別指導を行う。
・健康観察を徹底し、手洗い・うがい、換気等の呼びか
けや環境衛生の改善に努める。また、家庭と連携して
感染症予防ができるように、保健だよりや担任を通して
情報伝達をする。
・合同体育により、団体競技等を積極的に取り入れ、
異学年での交流を行う。

・健康診断の治療票の回収率が２６％となり、目標値を達成することが
できた。（歯科のむし歯の治療率は４２％で、昨年より治療率があがっ
た。）
・感染症の流行期には、適宜、保健指導を行った。出停者数（１/２３現
在）は昨年より７％増加した。（今後インフルエンザの発生状況により変
動する可能性あり。）
・アンケート結果から、保健体育の授業が「楽しい・どちらかといえば楽
しい」と言える児童生徒の割合は100％であった。（中後期）

・保健だよりを通して、保護者に児童生徒の健康状態や学校での様子を伝え、一
緒に児童生徒の健康や身体のことを考えていく。また、インフルエンザ等の感染症
の予防・拡大防止のため、環境整備や保健指導を今後も徹底していく。

・ダンスや球技の合同体育については、計画的に時間の確保ができるように年度
当初に教務部と時間割の調整を行う。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

具体的目標

具体的目標

・北部保育園の保育・教育内容について意
見交換の機会を３回設定する。
・児童と園児の直接交流を年３回以上行
う。

・児童生徒の読書意欲を高め、たくさん本
を読めるよう指導した教職員の割合を６
0％以上にする。

達成度

A

③　「全力」―　学力向上

教
育
活
動

・特別支援教育コーディネーターを中心
に，生徒指導担当者と教育相談担当者，
関係機関と連携を図り、幅広く支援活動を
行い，職員が特別支援教育の充実を図る
取り組みについて「よくできた」「だいたいで
きた」の割合を90%以上にする。

A

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

教
育
活
動

②　「絆」―　絆づくり

A

B

・家庭において、決まった場所、決まった時
間に学習する児童生徒の割合を80%以上
にする。また、家庭学習時間の平均が、各
学年の目標時間を超えるようにする。

・職員の言語活動の充実や思考力を深め
る手だてをとることができているという評価
指数を85%以上にする。

・健康診断の治療票の回収率を20％以上
にする。(歯科については40％以上)
・感染症罹患者（インフルエンザ等）を昨年
度よりも減少させる。
・保健体育の授業が楽しいと言える児童生
徒を90%以上にする。（中後期アンケート実
施）

●学力向上

１２月調査の正答率を、県の十分達成比
　５年生…国語０．９５、社会１．００、算数
０．８０、理科１．００
　６年生…国語０．．８５、社会０．８０、算数
０．９５、理科０．８０
　７、８年生…国語・社会・数学・理科１．０
０、英語１．１０
以上にする。

達成度

A

・道徳の時間を要に、各教科、特別活動、
学校行事など教育活動全体を通じて、児
童生徒の豊かな心作りに取り組む。

A

B

地域と連携した活動「北山ふれあい企画」
の満足度の割合を90%以上にする。

A

①　「感謝」－豊かな心

具体的目標

・「児童生徒は、友達や先生・地域の方々
へのあいさつ、返事、言葉遣いがきちんと
できている」と回答する保護者・教職員・児
童生徒を95%以上にする。

・「毎日、学校で楽しく過ごしている。」「友
達、下級生に対して思いやりの心をもって
接している。」と回答する児童生徒の割合
を90%以上にする。

感謝・絆・全力
～小中一貫教育と各種交流活動によって
自主・自立に向かう児童生徒の育成～

① 「感謝」―　豊かな心【キーワード：　自他の生命尊重　　他人を思いやる心　】
②　「絆」―　絆づくり【キーワード：　人間関係力の向上　　ふるさとへの愛、誇り】
③　「全力」―　学力向上【キーワード：　基礎・基本（学習・生活習慣）定着　　思考力・判断力・表現力向上　　体力向上】

教
育
活
動

●心の教育

・思いやりのある人間関係を作り、いじめ
のない学校にする。

①感謝ー豊かな心ー
　・毎年、継続して指導している「あいさつ、返事」については、児童生徒98.2％、保護者83.9％、教職員100％（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計、以下同じ）という結果となり、保護者の評価は横ばいだったが、児童生徒や教職員の評価は非常に高く、一定の成果があったといえる。
　・昨年度からの課題であった「正しい言葉遣い」については、児童生徒、保護者ともに昨年を下回った。
②絆づくり
　・小中一貫教育のよさを実感している割合は、ここ数年連続で児童生徒、教職員、保護者とも９０％以上あり満足度が高い。地域連携活動においても、北山校ならではのさまざまな特色ある活動が地域・保護者・学校の密な連携により開催できた。
　・ふるさと北山について学ぶことで、95％以上の児童生徒が北山のよさを実感している。総合的な学習の時間は、北山の施設や人材を活用しながら主体的に学習を進めた。発表会でも活発な質疑応答が行われ、大変充実した機会となった。
③学力向上
　・昨年度からの取り組みである「家勉がんばろう週間」や、継続した取り組みである「自学ノート」の展示、北山校授業モデルの徹底などにより、特に基礎学力の定着については、児童生徒98.2％、保護者96.4％、教職員100％という昨年度並みによい結果だった。また、H28年度の課題であった読書習慣
については、朝読書の取り組みが定着するとともに、中学部の「ビブリオバトル」の取り組み等もあり、児童生徒92.7％、保護者90.1％、教職員88.9％という結果で昨年度に引き続き良い結果だった。

※次年度は、今年度の取組の中で成果のあったものは継続していく。また、課題として残った「あいさつ・返事」「正しい言葉遣い」については、児童生徒会活動で重点的に取り組んだり、道徳や学級活動などを活用して指導の徹底を図ると同時に、保護者や地域の方々により一層協力をお願いしていく
必要がある。

・小中一貫教育のよさを実感する教職員・
保護者の割合を90%以上にする。
・小中一貫教育のよさを実感する児童生
徒の割合を90％以上にする。

・危機管理マニュアルの共通理解を図り、
児童生徒の安全確保を確実に行う。
・校内外の危険箇所を知らせ、児童生徒
の安全に関する意識を高める。

・会議や事務の効率化を図り、教職員が児
童生徒と向き合う時間を確保する。
・タイムカードで勤務時間を意識し、限られ
た時間内で最大の能力を発揮する。

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

A

達成度

A

教
育
活
動

学
校
運
営

B

達成度

A

○人と関わる力の
育成

３　目標・評価

・職員アンケートにおける人権・同和教育
の充実について、「よくできた」の割合80%
以上にする。

B

A

・「よその学校との交流学習で、進んであ
いさつしたり、話しかけたりできた。」という
児童生徒の割合を90％以上にする。
・「テレビ会議交流を通して、発表したり、
質問したり、答えたりする力がついてき
た。」という児童生徒の割合を85%以上にす
る。

・「ふるさと北山」について学び、ふるさとの
よさを意識する児童生徒の割合を90%以上
にする。
（中後期アンケート実施）

A

B

A

A

具体的目標

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料


